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生きづらい人々の居場所
「トビラファーム」の必要性

•“生きづらさを抱える若者”が増えている
•👇👇

•社会の問題である
•👇👇

•社会的排除ではなく地域の人々と一緒に
•健康で文化的な生活ができる

•地域で支え合う社会的包摂環境を作る
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生きづらい人の居場所
「トビラファーム」

•対象は “ひきこもりなど、生きづらさを抱える若者”
•活動内容は
•農作業と主にTo-Villa（トビラ “生きづらさを抱
える若者の居場所”）において当事者と支援者
及び地域の人達との交流事業
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2022年度実施事業
「食で繋がる」をテーマに

実施した トビラファーム
①ファーム（大豆・らっきょう）
②味噌づくりワークショップ
③梅干しワークショップ
④スイーツワークショップ
⑤月のまつり
⑥ひきこもり・生きづらさを考える集い
⑦地域食堂 他
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① ファーム事業
実施日と内容
4/16 タケノコ掘り
5/25・6/12 畑の耕運
6/18 大豆の植え付け
6/19～29 水やりと管理
8/7・9/11 草抜き
10/16 らっきょうの植え付け
12/3 大豆の収穫
12/1４・23 大豆の選別

延べ参加人数 68人2023/4/16



② 味噌づくりワークショップ

実施日と内容
2/18 大豆の煮込み
2/19 味噌の仕込み

延べ参加人数 8人
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③ 梅干しづくりワークショップ

実施日と内容
6/26 梅の漬け込み
7/9 赤紫蘇の仕込み

延べ参加人数 14人
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④ スイーツワークショップ

実施日と内容
9/10 ロールケーキ
8/7 シュークリーム
2/4 バレンタインスイーツ

延べ参加人数 20人

2023/4/16



⑤ 月のまつり
10月10日 ㈷ 公民館
・活動掲示
・トビラマルシェ（当事者作品）
・チャリティバザー ・古本市
・野菜販売 ・模擬店
・絵本読み聞かせ
・「カンタ・ティモール」上映会

延べ参加人数 約120人
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⑥ ひきこもり
生きづらさを考える集い

実施日 3月21日㈷ 公民館大集会室

・「こもりびと」上映
・活動紹介
・各種ワークショップ
・音楽の時間
・トビラマルシェ（当事者作品）

延べ参加人数 70人
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ひきこもりの方たちが元の生活に戻れることを、社会全
体で考えていくことがとても大事だなと考えます

今の社会の常識やルールに縛られ生きづらい時代、やは
り家族や友人の助けがあれば立ち上がることができるの
だと思います。小さいことでも何か行動すると見えることも
あると思いました

私が関わったところで・・・影響力もないとは思うけれど、
長く関わることで、何か良い方向に・・・の人になれた
ら・・・とか、色々考えるきっかけになって来てよかったです

参加された市民の方の感想
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私たち親世代の価値観が今の生きづらい社会でこれから
を生きる人たちを苦しくする元にあるとしたら悲しいことです。
60歳の私たち世代の責任を多様な生き方を認められる
社会にしたいと感じています

物事には様々な見方、考え方、捉え方があり何が正解で
不正解、のない多様な思いをくむ必要があると感じました

当事者の方々も色々な役割をされていて、たくさんの方が
力を合わせてイベントをされているのがとても良いと思いま
す！いろんなコーナーがあって、工夫されていて、手作り感
いっぱいのイベントだと思います。まったりとしたアットホーム
な雰囲気がイイです！これからも、こんなイベントが何回も
できるといいですね！2023/4/16



⑦ 地域食堂

実施日
5/22
7/24
9/25
12/11
3/5

延べ参加人数 59人
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コロナ禍の実施において

・大勢の人に来てもらうものは広報に難しさが残った
・「食」を中心において実食する企画はより慎重になった
・実施方法の工夫が必要であった

少人数で回数を増やすことで出来るだけ対応
対象者の特性 ⇒ 強迫観念の強い方も多い

・後半は緩和の方向に向かってきたので少し負担は減った

・オンライン会議が定着してきたことは良かった点である
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・新たな参加者の中から活動への理解者が出てきた
・ダイレクトに情報提供が可能な人数が増えてきた
・「月のまつり」やイベント、各ワークショップを続けることで協
力者が増えてきた
・2022年度は当事者の若者が入れ替わり少人数だが参
加、また集う機会の定着がみられた

・地域食堂を実施する中で、自宅にひきこもりがちな人たち
と地域の人たちが同席、交流する機会が増えている

温かなつながりが増えてきた

成 果
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おたがいさま

自分が困ったら
「助けてほしい」って伝える

自分にゆとりがある時は
「できることある？」って聴く

そんな社会が実現するといいですね

ご清聴ありがとうございました

これからもご理解、ご協力、ご支援
よろしくお願いします
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